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Tobishima corporation had conducted some large shaking table tests of the log piling method for 
liquefaction mitigation & carbon stock (LP-LiC method).  The analytical case were performed for four shaking 
test types; non-improvement ground type (NIP), the log piling of 5 and 4 diameter interval types (P5D and 
P4D) and density increased ground (DNS). Four cases based on the parameters identified from liquefaction 
strength curves.As the results, we could simulate the settlements of the four types with high accuracy. Shear 
deformation suppression effect by log casting was shown. 
 



































＆カーボンストック工法 (Log Piling Method for 
















丸太打設地盤 4D 間隔(Dr=70%)，5D 間隔(Dr=65%) (D は
丸太の直径)，密度増大地盤(Dr=91%)の 4 ケースについて
実験が行われた．土槽 1 では，土槽を 2 つに仕切り，無
対策地盤と丸太打設 5D 間隔地盤が作製され同時に加振




1 に，大型振動実験の写真を図 1 に示す． 
模型地盤とセンサー設置位置を図 2-1，2-2 に示す．模




度を確認するために横 1m×奥行き 1m×高さ 0.5m で質




8cm，長さ L は 1m である.使用した砂の粒度組成と物理
的性質を図 3 に示す．使用した砂は霞ケ浦砂である．  
大地震を再現するために入力された振動の加振波形を
図 4 に示す．加振は，約 50Gal ずつ増やすステップ加振
として，主要部の振幅を 50Gal から 400Gal まで 8 回の加
振が行われた．この加振波の主要部は，4Hz で波が 20






表 1 実験ケース 
ケース 対策 相対密
度(%) 
NIP 無対策 48 
P5D 丸太打設(5D 間隔) (D:丸太直径) 64 
DNS 密度増大 91 
P4D 丸太打設(4D 間隔) (D:丸太直径) 70 
 
 
図 1 大型模型振動実験の様子 5) 
 
 




































表 2-1 乾燥地盤のパラメータ 
 
 
表 2-2 飽和地盤のパラメータ 
 
 







φp(°) s1 w1 p1 p2 c1 Sus 
NIP 28 0.005 1.0 0.5 1.0 1.2 1.8 
P5D 28 0.005 3.0 0.6 0.8 1.542 3.0 
P4D 28 0.005 4.0 0.6 0.8 1.71 2.0 
DNS 28 0.005 35.0 0.5 0.8 2.74 0.5 
 
 
図 4-1 フィッティング結果(NIP) 
 
 
図 4-2 フィッティング結果(P5D) 
 
 
図 4-3 フィッティング結果(P4D) 
 
 

























図 5-1 解析モデル(NIP，DNS) 
 
 
図 5-2 解析モデル(P5D) 
 
 
図 5-3 解析モデル(P4D) 
 
図 8-1 有効応力経路図 
(地点 A，入力加速度 150gal，NIP，実験結果) 
 
 
図 8-2 有効応力経路図 
(地点 A，入力加速度 150gal，NIP，解析結果) 
 
 
図 9-1 せん断応力-せん断ひずみ関係 





図 9-2 せん断応力-せん断ひずみ関係 
(地点 A，入力加速度 150gal，NIP，実験結果) 
 
 
図 10 入力加速度と累積沈下量（NIP） 
 























図 11 過剰間隙水圧の分布図(DNS) 
 
 
図 12-1 有効応力経路図 
(地点 A,入力加速度 150gal，DNS，実験結果) 
 
 
図 12-2 有効応力経路図 






図 13-1 せん断応力‐せん断ひずみ関係 
(地点 A,入力加速度 150gal，DNS，実験結果) 
 
 
図 13-2 せん断応力‐せん断ひずみ関係 
(地点 A,入力加速度 150gal，DNS，解析結果) 
 
 

































場合，入力加速度 100gal で 19mm，入力加速度 200gal で
62mm 累積沈下量を抑えることを確認した．  
 
 
図 15 過剰間隙水圧の分布図(P5D) 
 
 
図 16-1 有効応力経路図 





図 16-2 有効応力経路図 
(地点 A,入力加速度 150gal，P5D，解析結果) 
 
 
図 17-1 せん断応力‐せん断ひずみ関係 
(地点 A,入力加速度 150gal，P5D，実験結果) 
 
 
図 17-2 せん断応力‐せん断ひずみ関係 
(地点 A,入力加速度 150gal，P5D，解析結果) 
 
 



















図 19-1 有効応力経路図 





図 19-2 有効応力経路図 
(地点 A,入力加速度 150gal，P4D，解析結果) 
 
 
図 20-1 せん断応力-ひずみ関係 









P4D の累積沈下量は，入力加速度 150gal まで，ほぼ実験
結果を再現するような解析結果であった． DNS の累積
沈下量は，入力加速度 200gal までは，実験結果を再現し












図 20-1 せん断応力-ひずみ関係 
(地点 A,入力加速度 150gal，P4D，実験結果) 
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